
Ce賦活(Gd, La)2Si2O7シンチレータの Y置換効果 

 Y substituent effect of Ce-doped La-admix gadolinium pyrosilicate scintillator 
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シンチレータはガンマ線や X線といった放射線を紫外・可視光に変換する素子であり、光電子

増倍管等の光検出器と組み合わせることで放射線検出器として使用されている。近年、石油等の

資源の需要増大のため、より大深度での資源探査が求められている。大深度下での地温は 200℃

と高温であり、光電子増倍管の暗電流等のノイズが増えるため、S/N 比が大きく低下する。した

がって、より高温下においても高い発光量を維持するシンチレータの開発が求められている。過

去の研究では、(Ce0.01 Gd0.9 La0.09)2Si2O7が高温下においても高い発光量を維持できることを報告し

た [1]。また、Lu2SiO5の研究では、Y を希土類サイトに置換することで温度特性が改善されたと

報告されている [2]。そこで、本研究では、Ce賦活(Gd, La)2Si2O7の希土類サイトに Yを置換した

組成について単結晶の育成を行い、シンチレーション特性および温度特性を評価した。 

単結晶の育成は、マイクロ引下げ法を用いて行った。育成した結晶は、厚さ 1mmに切断・鏡面

研磨後に励起・発光波長、発光量および蛍光寿命等のシンチレーション特性の評価を行った。加

えて粉末 X 線回折を行い相の同定を行った。ま

た、25Cから 175Cの温度域における発光量の

温度特性評価を行い、Y置換量と温度特性の関係

を明らかにした。 

図 1には(Ce0.01 Gd0.59-x La0.4 Yx)2Si2O7 (x = 0, 

0.05, 0.10)の波高値スペクトルを示しており、発

光量はそれぞれ約 41,000、38,000、36,000 光子

/MeVであり、Y置換量を増大させることで発光

量は減少していくことがわかった。本講演では、

当該材料の他のシンチレータ特性および温度特

性について紹介する。 
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図 1 発光量と Y置換量の関係 
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